
漁
師
だ
つ
た

魚

釣

り

が

大

好

き

な

ぼ

く
は

、

お

じ

い

ち

や
ん

に

似

て

い
る

の

か

つドΠの主ば記事

里夕奮土あ臭熙繰まる~~~~3

撃霧雰最
人事異動と____4～ 6

M232号 発行 青森県市浦村役場/編集 企画財政課広報係
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視察団も連日来訪

県
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外
の
市
町
村
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毎
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の
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日

曳

が

と

リ

も

つ

縁

北
海
導
上
ノ
国
と
姉
妹
都
市
ヘ

一≡

九
月
締
結

で
合
意

≡
一

上
ノ
国
町
議
会
議
員

一
行
も
本
村
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して ιlます

役場の電話は

62-2111番 です

の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た

域
全
体
の
安
全
と
、
住
民

一
人

一

気
軽
に
ど
う
ぞ

P骨,■|卜1=¥Ⅲ弓|♯暴醤こ刊 .総務課

1儡
儡 墨

1隋
鶴

徊
1鑢
難藻

績「黄留」易『た護蜃薦,台

層簿装「督撃業縫奨縛声等資

朧
栞暴吾夕」房籠証続テ屋鷺懲
曾羊機合繊絞羊金「

勁態ヽ窓

1麒 暑番「[:讐‡警要蒼多姜暮
一■一■

一

黎

嬌響 ,■ 鵞菫I雪曽警菫瞥曽菫蒼l筆

IP彙
肇許譲全予響多重基彗

絣

盪

柵 1轟

儡 議

鶴 轟

■ |ヽ= ■/II百

纂 暑キ[簾]言
倭籍進腎學蕩楼

鵠 : 昂』撃療2警扇裏公:薔食蜂

1鰊裏[i[昔 i言懺言季lII像
鉛1囃

鮮 纂

1躙
中1中●管|ミ

1難1募

麒 撃

蜘i轟

難 :ニ

{晋彎)|,1

■企画財政課 内線 (17.18.19番 )

歌1趣

奮彙:

騨

称す毒
■民生課 内線 01.32.33.34.71番 )

躙
1切轟

1難I

纂1轟

愧 [お
ド燿曇亀『喬繁資曇彗零
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曽嘔楠鍮WII酎彎lm颯漕』
■出納室 内線 (64.65.66番 )

縮雹提

爾信
■議会  内線

“

1.42番 )

靡「j副 絵事務全般

層≪11鱚脚1撃|ヨ|=:ξ l機溜1翌|

■経済課 内線(:::::馨
7.28)

1輌|==|
1繭●響 |

囃躍Iヨ

i

笏1聰|

調穏き
｝囃
蘇

齢
一

響鰈

こんな仕事を

携浮1署|三

摯llti讐耀

動 機ポ 1雌

熟 る 1理棄目
農業委員会事務

■建設課  内線 に2.23.24番 )

理
劇

鯰
一鶴
t麟轟霧彦ダ|:

縮 1螢難

鯰置
1灘聾1墨Ⅲ留|
1辮海鞭

競翻

■教育委員会  62-3751

一製
一響一鉤

鶴1職

勲憾鮭

夕1静

翠
般
一

脚一脚

愧
毀
ポ塚が「

勒
祠
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一舗
誼
珊

難1雲

鼈
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軋 轟

輔 |||||:,,11:,11
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1鰤
鰊 冨

珈
1燃鐵IΨゞ
奮1纂 鑽ヽ置

穆
蜻鬱躍

瑕 曜

七
月

一
日
付
け
で
、
役
場

職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ

（　
）
は
旧
所
属
で
す
。

1鼈饉
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お
電
話
く
だ
さ
い
ノノ

翻取躍翻翫褪⑬曰彎
-62局 2111番

―

行政機構図

昴̈
“燿
飾
機
薩
鮮
姉
椰

七
月

一
日
付
け
で
、
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
職
員

と
机
の
配
置
、
内
線
電
話
番
号
も
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

設木萱蕃興董

地
域
社
会
は
、
そ
一一一事

一ヽ癬

燿
凛

た
ち
に
と
っ
て
生
ま
れ
、
議■
■
一

地
域
は
生
き
が
い

出
来
る
場
で
な
け

域
づ
く
り
は
、
そ

□

田
囲

硼
噛耐
閂
涸
肥
中

理̈者（村楽一一一一一中

∴画財政課占』
生
課歩
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交通安全運動推進合同打合会開く

ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

通
安
全
活
動
の
推
進
。
◆
若
年
連

◆
二
輪
者
（原
付
車
を
含
む
）
、
自

1‐‖il遠占:轟品

て
、
◆
街
頭
で
交
通
安
全
指
導
を

交
通
安
全
大
会
の
開
催
【ヽ
◆
交
通

配
布
．
◆
交
通
安
全
防
犯
指
導
車
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あ

惚

質
の
あ

れ

工
型
長

田
安
倍
安
藤
園
氏

の
遠

い
先

ι
な

螺 糀

>2く

こ
の
戦

い

安
日
彦
た
ち
が
、
中
央
の
舞

す
る
縄
文
上
器
を
使
用
し
て
い

岡
式
上
器
の
時
代
）
の
終
わ
り

頃
に
当
た
る
よ
う
で
す
。
縄
文

そ
こ
へ
、
進
ん
だ
文
化

（稲

作

文

化

・
金

属

器

文

化

）

を

持

縄

文

人

が

次

第

し

だ

い
に
弥

生

人

に
追

わ

れ

て

、

北

へ
北

へ
と

間

で

は

、

ま

だ

縄

文

人

が

エ

ミ

い
よ
う

で
す

が

、

な

ん

と

な

く

、

戦

い
が

、

縄

文

人

と

弥

生

人

と

安
日
彦
た
ち
の
生
活

安
藤
ω
氏
に
関
す
る
系
図
は
、

け
れ
ど
も
、
残
念
な
が
ら
何
も

子
孫
繁
栄

て
、
先
住
民
の
蝦
夷

（縄
文
人

り
を
持

っ
た
民
族
で
も
あ

っ
た

津
軽
に
逃
げ
て
き
た
ヽ
の
で
識

挿
絵
に
つ
い
て

絵
図
で
す
。
楊
春
樹
編

「新
撲
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「サマージャンボ宝くじ」
(予 約制)申込受付中

老人精神衛生相談のおしらせ

０

日

園

圏

∪

場
を
訪
れ
、
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

中
」
で
の
本
願
金
の

一
部
で
す
。

密航の発見、通報にご協力を.″

郷土を守るために

領収書や契約書と印紙税
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佐 藤 寿 恵さん
(相 内・18歳 )

萬成加和遷』詈記〔輸I:][I tt i彎 1暴 〔II醐

囲闇□る散嚇肇銀ち社』Ｆ軟譴

爾闇田園Ⅲ四人悧囀鼎
・Ｌ熱年鵬転
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し
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れ

課
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だ

と
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し

、

そ

の
具

体

的

未
　
久

（磯
松
）
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亮

（磯
松
）
正
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佳

（磯
松
）
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）
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）
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